















Qajar Mission to Khiva in 1842: 




Muhammad Ali Khan was joined by British and Russian representatives on his 1842 
mission to Khiva. This instance has been overlooked in both the context of the historical 
relationship between Iran and Central Asia and research covering the Great Game of 
the nineteenth century. This article discusses the importance of the Qajar mission for 
both Khivan-Iranian and Anglo-Russian relations in Central Asia. The author argues 
that negotiations for the release of Shiite captives detained in Khiva repeatedly failed 
because the Qajarid and Qongrat had limited state control over Turkmen military raids 
(ilimin). On the other hand, the British government overlooked these limitations and 
mediated in the negotiations to prevent Muhammad Shah's projected military expedition 
against Khiva. This was an attempt to ehmmate factors that would worsen the instability 
of the British Indian Army's occupation of Afghanistan. Abolitionist logic was reflected 
in the British side of the negotiations by regarding Shiite captives in Khiva as slaves. 
The R ・uss1an government pursued policies in line with the Concert of Europe by placing 
special emphasis on cooperation with Britain while also facing commercial competition 
in Central Asia. On one hand th" , 1srequired a cooperative attitude toward the mission. On 
the other hand, Russia made great efforts to complete a commercial treaty with Khiva to 
cultivate markets for Russian industrial goods. The dilemma of pursuing Concert policies 
in Europe while competing against Britain in the Asian market clearly affected the 
d . ec1s10n-makmg process regarding Imperial Russia's Central Asian policies of the 1840s. 
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その代表例として， 1844年アッバース・クリー・ハーン 'AbbasQu!I Khanのブハラ派遣，および





















5 19世紀前半のマンギト朝，コングラト朝とガージャール朝との関係については， Mannanov(1963) , Amanat 
(1990)を参照。またアッバース・クリー・ハーンのブハラ派遣についてはNoelle-Karimi(2012), リザー ・クリー ・
ハーンのヒヴァ派遣については， Granmayeh(1996), Mannonov (1997)を参照。守川 (2001)が，中央アジ
アに派遣された使節の記録を含む，ガージャール朝期の旅行記史料に関して包括的な紹介をしている。
























1806-1825年）が，ホラズム・オアシスの統一 (1811年）直後に行った， 1813年， 1816年， 1818
7 FO 60/89, No 24, Leitenant Colonel Justin Sheil, May-July 1842には，全27通の報告書，書簡の写しならびに
それらの一部の英訳が同封されている。その中には，ムハンマド・アリー・ハーンとコングラト朝の宰相
mihtarであったムハンマド・ヤークーブ・メフタルとの間の往復書簡の翻訳が 10通 (EnclosureNo 17-26) 
含まれており，そのうち 8通の原文（ペルシア語）はムハンマド・アリー・ハーンの『日誌』にも収載され
ている (Mul:iammad'AIIKhlin1994: 40-43)。
8 Serebrennikov 1912-1914。本文書集には，現在はロシア帝国軍事史文書館 (RGVIA), ロシア帝国対外政策文
書館 (AVPRI)などに所蔵されている， 1841年， 1842年の2度にわたりロシアからヒヴァに派遣された使節
団の訓令や報告書が収載され，ムハンマド・アリー・ハーン使節団への言及もある。ただし，ロシア外相ネッ







































10 1842年の交渉に際して アノフークリ・ハンはムハンマド・アリー・ハーンに対して， 自分たちがこのと
きアッバース・ミールザーに 7万トマンを支払い，捕虜を買い戻したのだと主張している (FO60/89, No 24, 










12日から 1254年ラマザーン月 5日/1838年 11月22日にかけて，ヘラート救援を名目として宰相
ムハンマド・ユースフ率いる遠征軍をメルヴに派遣し，ヘラート政権やアフガン・トルキスタンの
諸都市と同盟してガージャール朝の進出に対抗しようとした (Mul)ammadRiza Mirab: 716b--728b)。
ヘラート包囲はイギリスの干渉を受けて， 1838年6月ガージャール朝軍が撤退を開始し失敗に終
わった（小牧2006:84)。その直後ムハンマド・シャーはヒヴァに使者ハーディー・ハンを派遣し
た (M曲ammadRiza Mirab: 690a-b)。ガージャール朝とコングラト朝双方の年代記から，このと









ルクメン・テッケ族に対する攻撃を行ったことに帰している (Mul)ammadRiza Mirab: 736b--737a)。
そして， 1257年シャーバーン月 12日/1841年 9月28日には，メルヴのトルクメン・サルク族の行っ
た遠征行により，アッラーヤール・ハーン・アーサフッダウラの甥ムハンマド・ヴァリー・ハーン
がマシュハド近郊で捕虜となり，その後ヒヴァに送られる事件が発生した (Mul)ammadRi姐 Mirab:
741a; I'timad al-saltana 1984-1985: 1656-1657)。これに対して 1841年 12月，ムハンマド・シャーは
ヒヴァに対する親征の準備を開始した (FO248/102, No. 58, McNeill to Aberdeen, 31 December 1841; 















大宰相ミールザー・アーガースィー印jiMirza'Abbas Aghasi lravani (在任 1835-1848年），外相ミー
ルザー・アブルハサン・ハーンMirzaAbil'1-I:Iasan Khan llchi (在任 1838-1845年），マクニールと
の三者会談が行われた。この会談において，遠征を実行に移す前に，ヒヴァに使節団を派遣し，シー
ア派捕虜解放をめぐる最終交渉を行うこと，イギリス代表が使節団に加わり，交渉の仲介者media-
torとなることが決定された (L/PS/9/121,pp. 41-48, Memorandum, 8 January 1842)。その後ロシア公
使メデムもこの交渉に協力を表明し，当時ロシアの常駐代表としてヒヴァに滞在していたはずの二
キフォロフ P.Nikiforovにも協力を求めることになった (L/PS/9/121,pp. 59-66, McNeill to Aberdeen, 
25 January 1842; Serebrennikov 1912-1914: IV, 40-42) 110 
1257年ズールヒッジャ月 27日/1842年2月9日，ムハンマド・アリー・ハーン率いる使節団は，
テヘランに滞在していたヒヴァからの使者，ロシア公使館のムハンマド・ハサン・ベク，イギリス










国家間の交渉 ~u!J.bat-i dawlatiは次の機会にしたいと述べて退出した。翌4月 15日にアッラークリ・
ハンはトムソンと会談を行ったが，ハンはイギリスの商品や工業製品に関して質問をしただけだっ






郊のアンガリークのバーグに宿舎をあてがわれた (Mul}ammad'AIIKhan 1994: 12-13; FO 60/89, No 






















要求を伝えた (Mul}ammad'AIIKhan 1994: 42; FO 60/89, No 24, Enclosure 22, Mul}ammad'AlI Khan to 









1257年ラビーI月9日/1842年4月30日のこととしている (Mul;iammad'AIIKhan 1994: 18-20)。
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この日の会談は終了した (Mui).ammad'AIIKh恥 1994:21-22; FO 60/89, No 24, Enclosure 3, Thomson 











Khan 1994: 23-27; FO 60/89, No 24, Enclosure 4, Thomson to McNeill, Khiva, 14 May 1842)。トムソンは，
ここですでにアッラークリ・ハンの最終回答が出たとしているが，ムハンマド・アリーはその後さ
らに 1回ハンと会談を持った。しかしその会談では，使節団にイギリス，ロシアからの代表が含ま







間の緊張の高まりが理由として挙げられている (L/PS/9/122,pp. 183-188, Sheil to Aberdeen, 12 July 
1842; pp. 511-512, Sheil to Aberdeen, 28 July 1842) 16。その後，コングラト朝とガージャール朝との間
の使者の交換は中断したようだ。コングラト朝ではラヒームクリ・ハン（在位 1842-1846年）のの
ち，ムハンマド・アミーン・ハン（在位 1846-1855年）が即位すると，再び両者間の交渉が始まっ




果次第で，ヒヴァに進軍する予定であったという (I'timadal-saltana 1984-1985: 1657)。
16しかしこれらの理由については，ガージャール朝史料の記述との比較検討が必要である。
17 1849年5月から 8月にかけてイギリス本国政府は，ロシアの中央アジアヘの進出を調究するため，ヒヴァ
への使節派遣を計画したが，実現しなかった (L/PS/3/28,p. 311-312, Correspondence, Palmerstone to Foreign 












































































ル朝の軍の主力同士が直接戦闘を行ったのは， 1813年から 1855年にかけて 1度しかなく，他の遠
征においてコングラト朝軍は，ホラーサーン北東部での滞陣と遠征行の実施，遠征先に居住する遊
牧，半定住の集団からの徴税，周辺諸勢力との使者のやりとりのみで帰還している (Bregel'1961: 
180-182; 小前2001:59; 塩谷2014:79-80) 2¥ 
19世紀に行われた 114回の遠征行を分析した Rosliakov(1955) によれば， トルクメンの遠征行
の規模は，ロシア人の諸記録によれば 150人以上，コングラト朝の年代記の記述によると 25-500
人であった。また遠征行の期間は， 1回につき 20-25日以下であった。その経過は次の通りである。























































26 Isma'Il Khan 1991: 99-102。1836年6月，ガージャール朝軍はゴルガーンのカッル・カラ Qar!Iqal'aに拠る
トルクメン・ギョクレン族のもとに兵5000人を派遣した。このとき同軍の司令官は，その城qal'aをトルク
メンに対する防衛拠点にすべきという進言を容れず，城を破壊し，貯えられていた橿株をアトレク川に流し
たという (MuJ:iammadTaqI Lisan al-muluk 1999: 659---660)。ムハンマド・アリー・ハーンはヒヴァに向かう途中，
マシュハドとメルヴの間で，「天にまします故ナーイブッサルタナ〔アッバース・ミールザー〕が砲撃し，破
























(Mirzai 2017: 135)。第2章冒頭で述べた 1842年 1月8日の会談の中でマクニールは，イギリス政
府が「世界中すべての地域で奴隷制を廃止すること toabolish slavery in al parts of the globeを目指
している」と述べ，後述するシェークスピアのロシア人捕虜解放の例を引きながら，ムハンマド・
アリー・ハーン使節団の交渉成功を確信していると断言した (L/PS/9/121,pp. 46--47, Memorandum, 
8 January 1842)。またマクニールがアッラークリ・ハンに宛てた書簡（英訳）の冒頭では，イギリ
ス政府は「あらゆる捕虜，奴隷たち alcaptives and slavesを解放するために最も粘り強い努力」を
してきたと述べられている (L/PS/9/121,p. 129, McNeill to Allah Quli Khan, January 1842)。そして具
体的にイギリス側は，ガージャール朝が求める捕虜解放を実現し，コングラト朝＝ガージャール朝
間の相互協定mutualagreementを成立させ，その協定を英露両国が保証するというシナリオを描い







ル朝〕双方の略奪遠征を終わらせる releaseof the Persian captives, and the putting an end to the plunder-
ing incursions on both sides」よう指示をしている (LIPS/9/121,pp. 69-70, Instruction to Thomson, 24 
January 1842)29。イギリス代表は，奴隷貿易廃止の文脈で，ガージャール朝とコングラト朝の間のシー











トから， 1839年 12月24日にアボット， 1840年 5月 1 日にはシェークスピアを相次いでヒヴァに
派遣した。シェークスピアの交渉は成功し， 1256年ジュマーダーI月4日/1840年 8月3日アッ
ラークリ・ハンは， 自身の使者アタジャーン・アーホンドに，シェークスピアと解放したロシア
人捕虜416人を同行させロシアに派遣した (Mul}ammadRiza Mirab: 733b-734a, 735a-736a; Browne 
1921: 123-124)。1840年 10月 1日，シェークスピアたちはオレンブルグに到着した。これを受け
てペロフスキーは， 1840年9月26日（ユリウス暦）付969号のネッセリローデ外相宛書簡で，ロ
シア帝国領内に拘留されているヒヴァ麻人を解放すべきであると説いた (Serebrennikov1912-1914: 
I, 209-211)。この結果， 640人にのぼるヒヴァ商人は解放された (Browne1921: 124)。コングラト
朝の年代記は彼らが， 1256年ラマザーン月 20日/1840年 1月 15日ヒヴァに到着したと伝えてい













後の 1838年 12月 10日，英印政庁はアフガニスタンに派兵し，第一次イギリス＝アフガン戦争が
始まった。英印軍は， 1839年 8月7日カーブルを占領し，シャー・シュジャー（在位 1803-1809,
1839-1842年）をアミールに復位させた。しかしシャー・シュジャーの統治に対する現地有力者た
ちの反発は強く， 1842年4月 5日彼はカーブル近郊で殺害された。そして英印軍は同年 10月 12
日にカーブルからの撤退を余儀なくされた（小牧2006:85)。この間の 1257年シャツワール月 6日









を結ぶことへとつながりかねないだろう，と (FO60/89, No 24, Enclosures 12 and 15, Thomson to [Allah 






































にそれらの市場での販路を失っていった (Kudriavtseva2010: 84--93; Rozhkova 1949: 184; 塩谷2017:
39--40)。
ヨーロッパにおける対英協調を維持する一方，中央アジアにおけるイギリスの軍事上，通商上の




へのロシア代表の常駐を認めさせることも交渉項目に含まれていた (Serebrennikov1912-1914: II, 
10--44; IV, 31--42)。ニキフォロフはその初代常駐代表に任命されたが，ヒヴァでの交渉に失敗し，
ムハンマド・アリー・ハーン使節団の派遣決定前の 1841年 10月27日（ユリウス暦）に，同地の
退去を余儀なくされた叫その後組織されたダニレフスキー使節団は， 1842年 10月 17日ヒヴァに












対立も不可避だと述べている (L/PS/9/121,pp. 121-125, Medem to Allah Quli Khan, French Translation, 
January 1842)。またネッセリローデがダニレフスキーに宛てた訓令においても，ヒヴァでムハンマ
ド・アリー・ハーン， トムソンに会うことがあれば，その交渉に協力するよう指示が出されている






































強調する研究と， 1840年代の英露それぞれの協調の模索を評価する研究がある。 Khalfin(197 4) , 
Niiazmatov (2010)に代表される前者は，ロシアと中央アジアとの歴史的な結びつき，ペロフスキー
のヒヴァ遠征による両者間の一時的緊張，その背最にあったイギリスの策謀の存在を強調する。一
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